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【要約】 
本研究は、健康に関してどのような意識をもっているのか、学生の実態を明らかにす
ることを目的とした調査研究を行った。その結果、保育者を目指している学生は「運動
不足を実感しているが、自ら進んで運動しない」「睡眠時間と食事は十分に確保できて
いる」「健康のために心がけていることがあるが、健康的な生活はしていない」ことが
明らかとなった。また、「休養」と「栄養」は充足しているが、「運動」が非常に不足し
ているという傾向がみられた。 
 
【キーワード】 
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Ⅰ．はじめに 
 
幼稚園教育要領の領域「健康」のねらいは『（1）明るく伸び伸びと行動し，充実感を
味わう。（2）自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。（3）健康，安全な生
活に必要な習慣や態度を身に付け，見通しをもって行動する。』である。2) 
保育者には様々な資質が求められるが、子どもを育てるという職業柄、健康な生活に
必要な習慣が身に付いていることは想像に難くない。しかし、保育者を目指して短期大
学へ入学したばかりの学生自身、上記のねらいが達成できているのであろうか。そこで、
健康に関してどのような意識をもっているのか、学生の実態を明らかにすることを目的
とした調査研究を行った。 
 
Ⅱ．方法 
 
１．対象者 
対象者は、平成 29 年度に作新学院大学女子短期大学部幼児教育科へ入学した学生
（136名）のうち、「健康（指導法）」の第１回目授業（平成 29年 4月 12日）に出席し
た 133名とした。 
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２．質問紙調査内容 
質問紙の調査内容は、健康の 3本柱といわれている「運動」「休養」「栄養」に関する
項目と「健康全般」に関する項目とした。それぞれの質問項目への回答形式は、二項目
選択式回答、多項目選択式回答、自由回答を適宜当てはめた。質問項目および回答形式
は次の通りである。 
 
(1)「運動」に関する項目 
①短大の授業以外で、運動をする予定は？⇒ある・ない 
②高校時代と比べて身体を動かす時間は？⇒増えそう・変わらない・減りそう 
③最近運動不足だ、と思いますか？⇒思う・思わない 
④やせたいと思いますか⇒思う・思わない 
「思う」の人 ⇒ 理想体重は？ ⇒ ○kgくらい（自由回答） 
(2)「休養」に関する項目 
⑤毎晩ぐっすり眠れますか？⇒はい・いいえ 
睡眠時間は？⇒○時間くらい（自由回答） 
⑥高校の時、授業中に居眠りをしていましたか？ 
⇒していた・時々していた・していない 
(3)「栄養」に関する項目 
⑦朝ごはんは食べますか？⇒食べる・時々食べる・食べない 
⑧昼ごはんは食べますか？⇒食べる・ 時々食べる・食べない 
⑨夕ごはんは食べますか？⇒食べる・ 時々食べる・食べない 
⑩間食はしますか？⇒食べる・時々食べる・食べない 
好きなお菓子は？⇒（自由回答） 
(4)健康全般に関する項目 
⑪健康のために心がけていることはありますか？⇒ある・ない 
「ある」の人 ⇒具体的な内容（自由回答） 
⑫健康的な生活をしている、と思いますか？⇒思う・思わない 
 
Ⅲ．結果と考察 
 
１．運動に関する項目 
 
(1)短大の授業以外で、運動をする予定は？ 
短大の授業以外で運動をする予定について尋ねたところ、“ない”と回答した者が 73％
（n＝97）と多く、“ある”と回答した者は 27％（n＝36）であった（図 1）。自発的に運
動に取り組む者が少ないことが明らかとなった。週１回の体育の授業以外に運動系サー
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クル活動などへの積極的な参加を促す必要があることが示唆された。 
 
(2)高校時代と比べて身体を動かす時間は？ 
高校時代と比べて身体を動かす時間の増減について尋ねたところ、“減りそう”と回
答した者が 58%（n＝77）と最も多く、“変わらない” 29％（n＝39）と“増えそう” 13％
（n＝17）と回答した者を合わせた人数を上回った（図 2）。その要因として、高校と比
べて体育授業や部活動の時間が減少すること、通学やアルバイトに時間がかかること、
などが考えられる。 
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図 4 やせたいと思いますか？ 
図 3 最近運動不足だ、と思いますか？ 
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(3)最近運動不足だ、と思いますか？ 
最近運動不足だと思うか尋ねたところ、“思う”と回答した者が 97％（n＝127）、“思
わない”と回答した者は 3％（n＝4）であった（図 3）。笹川スポーツ財団（2015）3)の
調査「“思う”85.8％、“思わない”14.2％」の結果と比べると、非常に多くの者が運動
不足を実感していることが明らかとなった。 
 
(4)やせたいと思いますか？ 
やせたいと思うか尋ねたところ、“思う” と回答した者が 89％（n＝116）、“思わな
い” と回答した者は 11％（n＝14）であった（図 4）。“思う”と回答した者に対し、何
kg くらいになりたいか理想体重を尋ねたところ、平均体重は 46.0±4.3kg であった。
本研究では実際の身長と体重は調査できなかったが、46kgは 10代女性の平均体重を大
幅に下回る値である。約 9割の学生に痩身願望があることが確認できた。 
 
２．休養（睡眠時間）に関する項目 
 
(1)毎晩ぐっすり眠れますか？ 
睡眠時間を確保しているか尋ねたところ、“はい”と回答した者が 88％（n＝117）、
“いいえ”と回答した者は 12％（n＝16）であった（図 5）。 
 
続いて睡眠時間を尋ねたところ、平均時間は 6.3±0.9 時間であった。笹川スポーツ
財団（2015）3)の調査「大学期の平均睡眠時間（6.5時間）」とほぼ同じ結果が得られた。 
 
(2)高校の時、授業中に居眠りをしていましたか？ 
高校の授業中に居眠りをしていたか尋ねたところ、“時々していた”と回答した者が
64％（n＝84）と最も多く、“していた”と回答した者は 14％（n＝19）、“していない”
と回答した者は 22％（n＝29）であった（図 6）。“していた”と“時々していた”を合
わせ、8割近くの者が居眠りをした経験があることが明らかとなった。 
はい
88%
いい
え
12%
して
いた
14%
とき
どき
64%
して
いな
い
22%
図 5 毎晩、ぐっすり眠れますか？ 図 6 授業中に居眠りをしていましたか？ 
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３．栄養（食事）に関する項目 
 
(1)○ごはんは食べますか？（朝・昼・夕・間食） 
 食事の摂取状況について尋ねたところ、朝ごはんを“食べる”と回答した者が 89％
（n＝119）、“時々食べる”と回答した者は 9％（n＝12）、“食べない”と回答した者は
2％（n＝2）であった。昼ごはんを“食べる”と回答した者が 99％（n＝132）、“時々
食べる”と回答した者は 1％（n＝1）、“食べない”と回答した者はいなかった。夕ご
はんを“食べる”と回答した者が 94％（n＝125）、“時々食べる”と回答した者は 5％
（n＝6）、“食べない”と回答した者は 1％（n＝2）であった。間食を“食べる”と回
答した者が 49％（n＝65）、“時々食べる”と回答した者は 51％（n＝68）、“食べない”
と回答した者はいなかった（図 7）。昼ごはんの時間は学校で友人と一緒に過ごすこと
が多く、家庭での食事環境と異なり大勢で楽しみながら食事をする絶好の機会であ
る。よって、昼食を欠食する学生はいないという結果が得られたと推察された。 
(2)好きなお菓子は？ 
 好きなお菓子について自由回答形式で尋ねたところ、“チョコレート”と回答した者
が最も多く、“じゃがりこ”や“ポテトチップス”などのじゃがいもを原料としたお菓
子や“グミ”“梅味のお菓子”なども人気が高いことが明らかとなった（表 1）。今後
学校行事などで学生用のお菓子を用意する際の参考にしたい。 
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図 7 食事の摂取状況（朝食・昼食・夕食・間食） 
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順位 お菓子の名前 人数 
１ チョコレート（ホワイトチョコ含む） ５３ 
２ じゃがりこ ２７ 
３ グミ １５ 
４ 梅味のお菓子（干し梅、梅しば、梅系を含む） ９ 
５ ポテトチップス ７ 
６ クッキー ６ 
７ せんべい ４ 
７ 和菓子 ４ 
７ チョコパイ ４ 
１０ すっぱムーチョ ３ 
 
４．健康全般に関する項目 
 
(1)健康のために心がけていることはありますか？ 
 健康のために心がけていることについて尋ねたところ、“ある”と回答した者が
77％（n＝102）、“ない”と回答した者は 23％（n＝31）であった（図 8）。“ある”と回
答した者に対しその内容を尋ねたところ、「栄養」に関する内容を回答した者が 59％
と最も多く、「休養」は 20％、「運動」は 15％であった（表 2）。また、“野菜をとる”
が最も多かった。厚生労働省（2017）2)によると、野菜摂取量は 20 歳代で最も少なく
60 歳代で最も多いことから、10歳代から野菜をとることの必要性を意識させる必要
がある。 
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図 9 健康的な生活をしていると思いますか？ 
表 1 好きなお菓子（複数回答） 
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表 2 健康のために心がけていること 
 
 (2)健康的な生活をしている、と思いますか？ 
 健康的な生活をしていると思うか尋ねたところ、“思わない”と回答した者が 62％
（n＝82）、“思う”と回答した者は 38％（n＝50）であった（図 9）。笹川スポーツ財団
（2015）3)の調査結果「“思う”76.8％、“思わない”23.1％」と比べると、“思わな
い”の者の比率が高いのは明白である。 
 
Ⅳ．まとめ 
本研究より、保育者を目指している学生は「運動不足を実感しているが、自ら進ん
で運動しない」「睡眠時間と食事は十分に確保できている」「健康のために心がけてい
ることがあるが、健康的な生活はしていない」ことが明らかとなった。また、「休養」
と「栄養」は充足しているが、「運動」が非常に不足しているという傾向がみられた。
将来保育者として子どもたちと共に体を動かして十分に遊べるよう、進んで運動をす
る習慣を身に付け、加齢に伴う体力低下を予防することが重要である。学生時代から
さまざまな健康法を模索し、日々の生活の積み重ねが将来の健康につながることを学
生に伝えていきたい。 
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